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趣
味
以
上
・
副
業
未
満
―
公
共
音
楽
研
究
こ
と
は
じ
め
―

等
　
松
　
春
　
夫

趣
味
以
上
・
副
業
未
満

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
関
す
る
文
章
を
書
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。「
ご
専
門
は
西
洋
音
楽
史
で
す
か
」
と
尋
ね

ら
れ
る
と
「
趣
味
以
上
・
副
業
未
満
で
す
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
防
衛
大
学
校
で
「
政
治
外
交
史
」
や

「
戦
争
史
」
を
講
義
す
る
人
間
が
「
趣
味
以
上
・
副
業
未
満
」
で
あ
れ
、
な
ぜ
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
関
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
、「
本
業
」
で
あ
る
国
際
政
治
史
と
の
関
連
も
含
め
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

音
楽
放
蕩
の
日
々
　
牛
津
篇

英
国
の
あ
る
財
団
か
ら
非
常
に
あ
り
が
た
い
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、
一
九
九
一
〜
九
七
年
、
二
〇
代
後
半
か

ら
三
〇
代
前
半
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
学
院
で
学
ん
だ
。
前
半
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
後
半
は
ロ
ン
ド

ン
で
暮
ら
し
た
。
若
す
ぎ
ず
年
す
ぎ
ず
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
留
学
生
活
を
始
め
た
頃
、
強
い
印
象
を
受
け
た
の
は
大
学
生
活
の
隅
々
に
ま
で
音
楽

が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
は
三
八
の
カ
レ
ッ
ジ
が
あ
る
。
創
立
が
一
三
世

紀
に
ま
で
遡
る
古
色
蒼
然
と
し
た
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
必
ず
英
国
国
教
会
（
ア
ン
グ
リ
カ
ン
）
の
礼
拝
堂
と
付
属

合
唱
団
が
あ
っ
た
。
毎
夕
の
礼
拝
で
は
合
唱
団
が
聖
歌
を
歌
い
、
オ
ル
ガ
ン
専
攻
の
学
生
が
荘
重
な
調
べ
を
奏

で
る
。
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
室
内
楽
や
声
楽
の
リ
サ
イ
タ
ル
も
盛
ん
で
あ
る
。
ホ
リ
ウ
ェ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
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ク
・
ル
ー
ム
は
、
一
七
四
八
年
に
建
て
ら
れ
た
英
国
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
専
用
ホ
ー
ル
で
、
ヘ
ン
デ
ル
や
ハ
イ
ド

ン
と
ゆ
か
り
が
深
い
。
入
学
式
や
学
位
授
与
式
が
行
わ
れ
る
シ
ェ
ル
ド
ニ
ア
ン
講
堂
に
は
し
ば
し
ば
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
来
演
し
、
町
の
劇
場
に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ
や
グ
ラ
イ
ン
ド
ボ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ン

グ
・
オ
ペ
ラ
が
巡
演
に
来
て
高
水
準
の
舞
台
を
見
せ
る
。
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
（
一
九
二
〇
〜
二
〇
〇
一
）
が
シ
ェ
ル
ド
ニ
ア
ン
講
堂
で
開
い
た
返
礼
リ
サ
イ
タ
ル

も
聴
い
た
。
ハ
イ
ド
ン
（
一
七
三
二
〜
一
八
〇
九
）
も
一
七
九
一
年
に
名
誉
博
士
号
の
返
礼
に
交
響
曲
第
九
二

番
を
自
ら
指
揮
し
、
同
曲
は
現
在
《
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
》
交
響
曲
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

音
楽
放
蕩
の
日
々
　
倫
敦
篇

筆
者
の
博
士
論
文
は
「
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
制
度
の
特
質
を
、
日
本
の
連
盟
脱
退
後
の
南
洋
群
島
委
任 

統
治
継
続
に
対
す
る
連
盟
と
各
国
の
反
応
を
手
掛
か
り
に
、
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ（
１
）た
。
こ
の

制
度
の
背
景
と
な
っ
た
英
国
の
植
民
地
統
治
に
関
す
る
資
料
や
文
献
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ボ
ー
ド
リ
ア
ン

図
書
館
、
ロ
ー
ズ
・
ハ
ウ
ス
（
セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
財
団
）、
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ウ
ス
（
帝
国
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
研
究
所
）
に
豊
富
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
〜
四
〇
年
代
の
資
料
を
見
る
に
は
ロ
ン
ド
ン
の

国
立
公
文
書
館
（P

ublic R
ecord O

ffice

、
略
称
Ｐ
Ｒ
Ｏ
。
現
在
はN

ational A
rchives

）、
大
英
図
書
館
、
東

洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
や
経
済
政
治
学
院
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
等
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
図
書
館
へ
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
留
学
時
代
の
後
半
は
ロ
ン
ド
ン
北
郊
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
の
学
生
寮
に
住
み
、
資
料
調
査

と
論
文
執
筆
に
勤
し
ん
だ
。
日
中
は
Ｐ
Ｒ
Ｏ
や
大
英
図
書
館
の
読
書
室
で
過
ご
し
、
夕
方
か
ら
は
い
そ
い
そ
と

サ
ウ
ス
バ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
や
バ
ー
ビ
カ
ン
・
ホ
ー
ル
や
コ
ヴ
ェ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
へ
向
か
っ
た
。

英
国
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
劇
場
で
は
公
演
当
日
に
学
生
証
を
示
す
と
、
驚
く
ほ
ど
安
価
な
学
生
券
が
入
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手
で
き
る
。「
金
は
な
い
が
暇
は
あ
る
」
若
者
を
今
の
う
ち
に
捕
ま
え
、
将
来
給
料
を
取
る
身
分
に
な
っ
た
ら
フ

ル
・
プ
ラ
イ
ス
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
で
も
来
て
く
れ
る
愛
好
家
に
育
て
る
と
い
う
深
謀
遠
慮
で
あ
る
。
こ
の

特
権
を
大
い
に
活
用
し
て
、
七
年
間
の
留
学
期
間
中
に
六
〇
〇
以
上
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
サ
イ
タ
ル
、
室
内
楽
、

オ
ペ
ラ
、
演
劇
に
足
を
運
び
、
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
し
た
。

中
で
も
英
国
放
送
協
会
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
が
毎
年
夏
に
主
催
す
る
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）

に
三
シ
ー
ズ
ン
続
け
て
ほ
ぼ
日
参
し
た
こ
と
は
、
音
楽
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｓ

は
一
八
九
五
年
に
指
揮
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
四
）
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
愛
好
者
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
始
め
た
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
七
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
の
八
週

間
、
ロ
ン
ド
ン
の
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
毎
晩
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
演
奏
会
や
オ
ペ
ラ
の
演
奏
会
形
式
上
演
が
行
わ
れ
る
。
収
容
人
数
八
〇
〇
〇
名
を
誇
る
巨
大
な
ホ
ー
ル
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
早
逝
し
た
夫
君
ア
ル
バ
ー
ト
公
の
追
善
に
一
八
七
一
年
に
建
て
さ
せ
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｓ

で
は
広
大
な
空
間
を
利
用
し
て
大
規
模
な
合
唱
を
伴
う
作
品
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
九
月
半
ば
の
楽
日
の

演
目
に
は
、
パ
ー
セ
ル
、
ヘ
ン
デ
ル
、
パ
リ
ー
、
エ
ル
ガ
ー
、
ヴ
ォ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
ホ
ル
ス
ト
、
ウ
ォ

ル
ト
ン
な
ど
英
国
を
代
表
す
る
作
曲
家
た
ち
の
作
品
が
並
ぶ
。
ト
リ
の
定
番
曲
は
エ
ル
ガ
ー
（
一
八
五
七
〜

一
九
三
四
）
の
行
進
曲
《
威
風
堂
々
》
第
一
番
に
基
づ
く
《
希
望
と
栄
光
の
国
》
と
パ
リ
ー
（
一
八
四
八
〜

一
九
一
八
）
の
合
唱
曲
《
エ
ル
サ
レ
ム
》
で
あ
る
。
前
者
は
全
盛
期
の
大
英
帝
国
讃
歌
、
後
者
は
第
一
次
世
界

大
戦
の
戦
没
者
へ
の
鎮
魂
曲
で
あ
る
。
高
価
な
ボ
ッ
ク
ス
席
か
ら
安
い
立
見
席
ま
で
ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
を

ぎ
っ
し
り
と
埋
め
た
八
〇
〇
〇
人
の
聴
衆
が
、
舞
台
上
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
歌
手
、
合
唱
団
と
共
に
こ
の
二
曲

を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
る
。
こ
の
模
様
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
実
況
放
映
・
放
送
し
て
英
国
全
土
で
数
百
万
人
が
視
聴
す

る
。
い
さ
さ
か
時
代
錯
誤
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
社
会
階
級
や
地
域
を
超
え
た
、
帝
国
意
識
と
国
民
意
識
を
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再
確
認
す
る
儀
礼
で
は
な
い
の
か
。

合
唱
と
い
え
ば
、
留
学
時
代
に
気
付
い
た
こ
と
は
英
国
に
お
け
る
合
唱
人
口
と
合
唱
音
楽
祭
の
多
さ
で
あ

る
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
一
八
七
六
年
創
立
の
バ
ッ
ハ
合
唱
団
が
あ
り
、
か
つ
て
は
ヴ
ォ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

（
一
八
七
二
〜
一
九
五
八
）
が
音
楽
監
督
を
務
め
た
。
地
方
都
市
で
も
合
唱
音
楽
は
盛
ん
で
、
①
ウ
ー
ス
タ
ー
、

②
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
、
③
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
の
三
都
市
が
毎
年
七
月
に
持
ち
回
り
で
行
う
ス
リ
ー
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー

ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
は
発
足
が
一
七
一
五
年
で
あ
る
。
筆
者
は
留
学
中
に
①
②
を
、
三
年
前
の
二
〇
一
九

年
に
③
を
聴
い
た
。
主
会
場
は
各
市
の
ア
ン
グ
リ
カ
ン
大
聖
堂
で
、
目
玉
は
ヘ
ン
デ
ル
、
ハ
イ
ド
ン
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
、
エ
ル
ガ
ー
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
ら
の
合
唱
付
き
管
弦
楽
大
作
で
あ
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
歌
手
は
プ

ロ
が
招
聘
さ
れ
る
が
、
合
唱
は
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
水
準
は
非
常
に
高
い
。
音
楽
祭
の
運

営
は
地
元
の
人
々
が
手
弁
当
で
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
が
集
い
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
大
聖
堂
と
い
う

広
大
な
空
間
で
演
奏
さ
れ
歌
わ
れ
る
音
楽
が
、
社
会
に
ま
っ
た
く
影
響
が
な
い
は
ず
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
音

楽
を
「
公
共
音
楽
」
と
呼
ん
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
英
国
社
会
に
は
「
公
共
音
楽
」
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

英
国
音
楽
な
き
国

「
音
楽
な
き
国 D

as L
and ohne M

usik

」
と
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
オ
ス
カ
ー
・
Ａ
・
Ｈ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

（
一
八
七
三
〜
一
九
三
一
）
と
い
う
ド
イ
ツ
人
が
英
国
を
揶
揄
し
た
言
葉
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
音
楽
な
き
」
と

は
誇
張
で
、
英
国
で
は
音
楽
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
産
業
革
命
以
降
、
富
と
知
性
を
有
す
る
上
流
中
産
階
級

の
人
々
を
中
心
に
高
級
な
芸
術
音
楽
が
好
ま
れ
、
ハ
イ
ド
ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
、
ブ
ル
ッ
フ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
ら
は
英
国
の
聴
衆
を
想
定
し
た
数
多
く
の
名
曲
を
書
い
て
い 

る
。
し
か
し
、
国
際
的
な
知
名
度
の
あ
る
作
曲
家
は
、
一
七
世
紀
の
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
セ
ル
（
一
六
五
九
〜
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一
六
九
五
）
以
降
の
英
国
に
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
さ
き
の
言
葉
を
「
作
曲
家
な
き
国
」
と
修
正
す

れ
ば
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
英
国
音
楽
が
ド
イ
ツ
人
た
ち
に
も
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
エ

ル
ガ
ー
の
《
エ
ニ
グ
マ
変
奏
曲
》
の
初
演
（
一
八
九
九
年
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
が
留
学
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
、
一
部
の
英
国
音
楽
愛
好
家
は
別
と
し
て
、
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
フ
ァ
ン
の
間
で
英
国
の
作
曲
家
た
ち
は
十
分
に
市
民
権
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
エ
ル

ガ
ー
の
《
威
風
堂
々
》、
ヴ
ォ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
《
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ヴ
ス
に
よ
る
幻
想
曲
》、
ホ
ル
ス

ト
の
《
惑
星
》
が
定
番
で
あ
っ
た
。
人
気
が
あ
っ
た
の
は
圧
倒
的
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
音
楽
か
、

イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
日
本
は
「
英
国
音
楽
な
き
国
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
い
う
筆
者
も
留
学
前
に
は
特
に
英
国
音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
七
年
間
の
留
学

中
に
日
本
で
は
な
じ
み
の
薄
い
多
く
の
英
国
作
品
に
触
れ
、
筆
者
は
英
国
音
楽
の
多
彩
な
魅
力
に
引
き
込
ま
れ

て
い
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
二
一
世
紀
に
入
り
日
本
の
音
楽
家
た
ち
も
英
国
音
楽
に
目
を
向
け
始
め
る
。
し
か

し
、
作
品
を
解
説
す
る
人
間
が
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な
い
。
二
〇
〇
四
年
に
東
京
交
響
楽
団
が
エ
ル
ガ
ー
の
オ

ラ
ト
リ
オ
《
使
徒
た
ち
》
を
演
奏
し
た
際
、
筆
者
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
解
説
執
筆
の
依
頼
が
来
た
の
は
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
使
徒
た
ち
の
覚
醒
を
描
い
た
《
使
徒
た
ち
》
は
、
演
奏
時
間
二
時
間

を
超
え
る
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
大
作
で
、
一
九
〇
三
年
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
初
演
さ
れ
た
。
一
〇
一
年
後
の
日

本
初
演
で
解
説
を
執
筆
す
る
と
い
う
栄
誉
に
筆
者
は
あ
ず
か
っ
た
。
以
後
、
英
国
音
楽
の
楽
譜
解
説
、
演
奏
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
音
楽
雑
誌
の
論
説
な
ど
の
執
筆
依
頼
が
し
ば
し
ば
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
留
学
時
代
に
古
書
店

で
入
手
し
た
楽
譜
や
音
楽
研
究
書
、
大
量
の
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

こ
の
た
び
『
政
治
と
音
楽
』
と
い
う
研
究
論
文
集
が
刊
行
さ
れ（
２
）た
。
十
余
年
前
に
明
治
学
院
大
学
の
半
澤
朝

彦
教
授
を
中
心
に
同
名
の
研
究
会
が
作
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
も
「
帝
国
の
こ
だ
ま

―
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
変
容
と
公
共
音
楽
」
と
い
う
一
章
を
執
筆
し
た
。「
公
共
音
楽
」
と
言
え
ば
、
筆
者
は
日
文

研
の
「
戦
争
と
鎮
魂
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
も
「
慰
霊
の
し
ら
べ
―
戦
争
と
英
国
の
公
共
音
楽
」
と
い
う

論
考
を
ま
と
め
て
い
る
。
二
度
の
世
界
大
戦
を
中
心
に
、
戦
没
者
の
慰
霊
に
英
国
で
公
共
音
楽
が
い
か
な
る
機

能
を
果
た
し
た
か
を
考
察
し
た
。
遠
か
ら
ず
活
字
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
防
衛
大
学
校
教
授
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

註（
1
）
英
文
博
士
論
文
を
基
に
し
た
日
本
語
に
よ
る
拙
著
は
等
松
春
夫
『
日
本
帝
国
と
委
任
統
治
―
南
洋
群
島
を
め
ぐ
る

国
際
政
治1914
〜1947

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）。
原
文
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
以
下
を
参
照
。

H
aruo Tohm

atsu, ‘Japan ’s R
etention of the South Seas M

andate, 1922–47, ’ in R
.M

. D
ouglas etc. ed, 

Im
perialism

 on Trial: International O
versight of C

olonial R
ule in H

istorical Perspective (L
exington 

B
ooks, 2006)

（
2
）
半
澤
朝
彦
編
『
政
治
と
音
楽
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
二
年
）。
な
お
、
本
稿
で
言
及
し
た
事
項
の
典
拠
は
、
同
書

所
収
の
拙
稿
の
註
お
よ
び
文
献
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。




